
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
複
合
材
胴
体
の
開
発

軽
量
化
し
一
体
成
形
で
低
コ
ス
ト

松井　宣夫氏本田技術研究所基礎技術研究センター主任研究員

基調講演
　
ホ
ン
ダ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
開
発
は
１
９
８
６
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｍ
Ｈ

」
は
小
型
航
空

機
の
主
翼
と
尾
翼
を
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
か
ら
複
合
材
に
改
造
し
、

次
の
「
Ｍ
Ｈ

」
は
世
界
初
の

全
複
合
材
機
体
を
開
発
。

年

に
は
ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
の
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
開
発
が
始
ま
り
、

年
に
初
飛
行
し
ま
し
た
。
実
機

を
一
般
公
開
す
る
と
非
常
に
好

評
で
、
量
産
化
が
決
定
。
今
回

は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
実
証
機
の
胴

体
開
発
を
解
説
し
ま
す
。

　
最
大
の
特
徴
は
主
翼
の
上
に

エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し

た
こ
と
で
す
。
通
常

の
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ

ト
は
胴
体
に
エ
ン
ジ

ン
を
埋
め
込
む
た
め

胴
体
後
部
が
デ
ッ
ト

ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
な
ら
ば

後
部
が
客
室
や
荷
物

収
納
に
有
効
活
用
で

き
、
エ
ン
ジ
ン
と
ナ

セ
ル

エ
ン
ジ
ン
格
納
筒

の

位
置
を
最
適
化
す
る
こ
と
で
抵

抗
も
減
り
ま
し
た
。

　
胴
体
に
は
カ
ー
ボ
ン
繊
維
に

樹
脂
を
含
浸
さ
せ
た
複
合
材
を

採
用
し
、
軽
量
化
と
空
気
抵
抗

低
減
を
狙
い
ま
し
た
。
胴
体
中

央
の
キ
ャ
ビ
ン
部
は
軽
い
ス
テ

ィ
フ
ン
ド

強
化

パ
ネ
ル
構

造
を
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
な
ど
胴

体
前
後
の
三
次
元
曲
面
部
は
低

コ
ス
ト
な
ハ
ニ
カ
ム
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
パ
ネ
ル
構
造
を
採
用
。
こ

れ
ら
の
異
な
る
構
造
を
一
体
成

形
し
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

主
翼
と
尾
翼
は
ア
ル
ミ
製
だ

が
、
そ
れ
で
も
ア
ル
ミ
製
機
体

に
比
べ
約

％
の
軽
量
化
に
成

功
し
ま
し
た
。

　
製
造
で
は
、
大
き
な
胴
体
の

ス
キ
ン

外
板

に
半
硬
化
状

態
の
部
品
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

接
着
し
一
体
成
形
、
硬
化
し
ま

す
。
成
形
回
数
は
実
証
機
で
は

５
回
で
す
が
、
量
産
機
で
は
３

回
に
減
ら
す
予
定
で
す
。
低
圧

力
成
形
技
術
や
、
磁
石
で
圧
力

を
加
え
る
接
着
方
法
な
ど
独
自

の
製
造
技
術
を
開
発
し
、
プ
ロ

セ
ス
の
低
コ
ス
ト
化
を
実
現
し

ま
し
た
。

　
航
空
機
は
制
限
荷
重
の
１
・

５
倍
の
重
さ
に
も
耐
え
る
よ
う

設
計
し
ま
す
。
複
合
材
は
ア
ル

ミ
製
機
体
と
特
性
が
異
な
り
、

強
度
テ
ス
ト
の
ポ
イ
ン
ト
も
異

な
り
ま
す
。
例
え
ば
ア
ル
ミ
製

な
ら
荷
重
時
に
表
面
に
目
に
見

え
る
傷
が
入
り
ま
す
が
、
複
合

材
は
材
料
内
部
に
亀
裂
が
入
る

可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
状
態
で

も
設
計
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
設
計
し
ま
す
。
ま
た
複
合
材

は
高
温
と
吸
湿
で
強
度
が
落
ち

る
の
で
対
策
が
必
要
で
す
。

　
ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
は

年
の

型
式
認
定
取
得
と
デ
リ
バ
リ
ー

を
目
指
し
、
鋭
意
量
産
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

パ
ネ
ル
討
論
会
「
技
術
賞
」
受
賞
企
業
に
み
る
技
術
革
新

先
進
の
技
術
を
習
得
重
田
氏
次
の
開
発
に
好
影
響
川
瀬
氏

重田氏

優
秀
な
人
材
育
成
を
戸
津
氏
毎
年
新
テ
ー
マ
研
究
物
部
氏
役
割
認
識
し
て
促
進
邉
氏

戸津氏

川瀬氏

物部氏

邉　氏

パネリスト（五十音順）
日
本
リ
フ
ァ
イ
ン
社
長

川
瀬
　
泰
人
氏

シ
ン
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
社
長

重
田
　
龍
男
氏

ハ
イ
オ
ス
社
長

戸
津
　
勝
行
氏

モ
ノ
ベ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
長

物
部
　
長
順
氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

日
本
大
学
生
産
工
学
部
教
授

邉
　
吾
一
氏

日本機械学会関東支部千葉ブロック・千葉産業人クラブ共催

周年記念２０１２産学官シンポジウム

連携を成長の礎に

　日本機械学会関東支部千葉ブロック（佐野正利ブロック長
千葉工業大学教授）と千葉産業人クラブ（白鳥豊会長 白

鳥製薬社長）は共催で 月、「 産学官シンポジウム」を
開いた。 周年を迎えた今回は、本田技術研究所の松井宣夫
氏の基調講演に続き、過去に同学会関東支部の技術賞を獲得
した県内企業の経営者４人を迎えてパネル討論会を開催。各
社の受賞技術や産学官連携の事例から、企業成長の原動力を
話し合った。企業や大学の関係者ら約 人が参加し、熱心
に耳を傾けた。

　
邉
　
最
後
に
今
後
の
事
業

展
開
や
産
学
官
連
携
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
重
田
　
現
在
、
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
・
ラ
イ
ク
・
カ
ー
ボ
ン

Ｄ
Ｌ
Ｃ

で
製
版
す
る
技

術
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
従
来
製
版
に
不
可
欠
だ

っ
た
ク
ロ
ム
め
っ
き
が
不
要

で
、
環
境
へ
の
被
害
が
懸
念

さ
れ
る
六
価
ク
ロ
ム
を
減
ら

し
て
、
環
境
に
優
し
い
製
版

法
を
確
立
し
ま
す
。
Ｄ
Ｌ
Ｃ

は
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル

ナ
ノ
は

億
分
の
１

単
位
で
成
膜

可
能
で
す
。
来
年
の
実
用
化

を
見
据
え
、
小
型
化
が
進
む

電
子
部
品
や
、
誤
使
用
を
防

ぐ
た
め
に
製
品
情
報
を
読
み

込
ん
だ
不
可
視
の
バ
ー
コ
ー

ド
を
搭
載
し
た
医
薬
品
の
包

装
材
な
ど
高
付
加
価
値
包
材

の
開
発
に
寄
与
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
川
瀬
　
国
内
７
大
学
と
、

ガ
ス
中
や
水
中
の
溶
剤
を
取

り
出
し
て
回
収
す
る
技
術
の

開
発
な
ど
を
共
同
で
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
の
研
究
テ
ー

マ
は
「
生
物
模
倣
」
で
す
。

生
物
が
生
き
る
理
由
を
突
き

止
め
て
応
用
し
、
環
境
に
優

し
い
技
術
を
確
立
す
る
の
が

目
標
で
す
。
日
本
で
は
年
間

２
０
０
万

の
溶
剤
が
再
利

用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
溶
剤

の
回
収
・
再
生
技
術
も
確
立

し
て
環
境
に
一
層
配
慮
す
る

姿
勢
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　
戸
津
　
ネ
ジ
の
拡
販
に
向

け
、
今
後
よ
り
一
層
の
連
携

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
と

え
ば
液
晶
テ
レ
ビ
は
薄
型
化

が
顕
著
で
、
そ
れ
に
伴
っ
て

ネ
ジ
の
小
型
化
も
要
求
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
動
機
を
使
っ

て
現
行
品
の
ネ
ジ
締
め
に
か

か
る
の
は
２
秒
と
、
従
来
品

の
７
秒
に
比
べ
圧
倒
的
に
速

く
、
大
量
に
使
う
ほ
ど
時
間

と
費
用
を
低
減
で
き
ま
す
。

で
も
そ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
す
の
は
ヒ
ト
で

す
。
優
秀
な
人
材
に
よ
る
共

同
研
究
と
人
材
の
採
用
が
重

要
で
す
。
高
品
質
な
製
品
の

開
発
に
企
業
だ
け
で
は
力
不

足
で
す
。
連
携
は
技
術
先
行

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
人
材

育
成
も
重
要
だ
と
、
大
学
・

企
業
と
も
に
認
識
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
物
部
　
千
葉
工
業
大
学
な

ど
と
毎
年
新
し
い
テ
ー
マ
を

掲
げ
て
共
同
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
研
究
成
果
は

着
実
に
事
業
化
し
て
い
ま

す
。
今
後
見
据
え
る
フ
ィ
ル

タ
ー
の
応
用
範
囲
は
、
薬
液

中
の
有
価
物
回
収
や
被
災
地

の
環
境
水
浄
化
な
ど
で
、
こ

れ
ら
も
共
同
研
究
で
め
ど
が

立
っ
て
き
ま
し
た
。
研
究
と

事
業
活
動
が
直
結
す
る
姿
勢

を
今
後
も
貫
き
ま
す
。

　
邉
　
ご
登
壇
い
た
だ
い
た

４
社
は
、
技
術
賞
を
受
賞
す

る
過
程
だ
け
で
な
く
受
賞
後

の
事
業
展
開
に
も
大
学
と
の

連
携
を
、
上
手
に
活
用
し
て

い
ま
す
。
優
秀
な
人
材
づ
く

り
も
連
携
の
大
事
な
テ
ー
マ

で
す
。
大
学
、
企
業
と
も

に
、
求
め
ら
れ
る
役
割
を
認

識
し
、
連
携
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（ ） 【企画特集】 ２０１２年 平成２４年 １２月２１日 金曜日 　　

　
邉
　
今
年
は
、
千
葉
県
で

産
学
官
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実

施
さ
れ
て

年
に
な
り
ま

す
。
日
本
機
械
学
会
関
東
支

部
が
技
術
の
優
れ
た
企
業
を

表
彰
す
る
「
技
術
賞
」
に
、

毎
年
県
内
の
企
業
を
推
薦
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
歴
代
の
受
賞
企

業
４
社
に
ご
登
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
賞
技
術
の
内
容

や
、
受
賞
が
企
業
活
動
に
与

え
て
い
る
効
果
な
ど
に
つ
い

て
う
か
が
い
ま
す
。
ま
ず
各

社
の
技
術
の
内
容
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
重
田
　
当
社
は
「
水
性
イ

ン
キ
を
用
い
た
グ
ラ
ビ
ア
製

版
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
で
２

０
０
５
年
度
の
技
術
賞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ビ
ア

は
、
シ
リ
ン
ダ
ー
の
表
面
に

彫
っ
た
凹
み
に
イ
ン
キ
を
蓄

え
、
印
刷
す
る
方
式
。
当
社

は
製
版
装
置
だ
け
で
な
く
、

化
学
薬
品
な
ど
製
版
シ
ス
テ

ム
に
関
わ
る
全
商
品
を
手
が

け
て
い
ま
す
。

　
被
印
刷
体
の
種
類
を
選
ば

な
い
の
が
、
グ
ラ
ビ
ア
の
面

白
さ
で
す
。
凹
み
が
微
細
な

の
で
、
小
さ
な
電
子
部
品
の

製
造
や
紙
幣
の
偽
造
防
止
技

術
の
向
上
な
ど
に
も
寄
与
し

て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン

次
世
代
携
帯
電
話

に

使
う
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン

デ
ン
サ
ー
の
製
造
に
も
当
社

の
グ
ラ
ビ
ア
製
版
技
術
が
応

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
瀬
　

年
度
に
受
賞
し

た
テ
ー
マ
「
液
晶
パ
ネ
ル
用

は
く
離
液
の
リ
サ
イ
ク
ル
技

術
と
装
置
」
は
、
パ
ネ
ル
製

造
時
に
使
っ
た
は
く
離
液
の

樹
脂
や
金
属
、
水
分
を
除
去

し
て
精
製
し
再
利
用
す
る
技

術
で
す
。
当
社
の
事
業
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
」
で
す
。
再
利
用
す
る
溶

剤
を
新
品
よ
り
高
品
質
に
し

よ
う
と
注
力
し
て
い
ま
す
。

こ
の
技
術
で
は
、
液
中
の
金

属
含
有
率
を

以
下
に

し
、
使
用
済
み
の
液
の

％

を
再
利
用
可
能
に
し
ま
す
。

全
世
界
の
パ
ネ
ル
出
荷
量
の

％
を
手
が
け
る
中
国
や
台

湾
で
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
と
し
て
、
引
き
合
い
が

あ
り
ま
す
。

　
戸
津
　
「
ト
ツ
プ
ラ
ね

じ
」
で

年
度
に
受
賞
し
ま

し
た
。
ネ
ジ
頭
部
の
溝
を
工

夫
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
接
す

る
面
積
を
一
般
的
な
ネ
ジ
の

１
・
５
倍
に
し
ま
し
た
。
溝

が
崩
れ
る
と
使
い
物
に
な
ら

な
い
ネ
ジ
は
、
失
っ
て
こ
そ

あ
り
が
た
み
の
分
か
る
部

品
。
単
純
な
改
善
で
も
、
利

用
者
に
劇
的
効
果
を
も
た
ら

し
ま
す
。
今
で
は
航
空
機
や

液
晶
テ
レ
ビ
の
分
野
で
採
用

さ
れ
て
お
り
、

年
の
辛
抱

が
報
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
物
部
　

年
度
に
受
賞
し

た
テ
ー
マ
「
バ
ネ
式
フ
ィ
ル

タ
ー
」
は
、
バ
ネ
の
す
き
間

で
砂
な
ど
の
除
去
対
象
物
を

せ
き
止
め
、
バ
ネ
内
外
の
圧

力
差
と
濾
過
液
の
自
浄
作
用

で
浄
化
す
る
し
く
み
で
す
。

目
詰
ま
り
す
れ
ば
、
液
の
流

れ
を
反
転
し
逆
洗
浄
。
バ
ネ

は
金
属
製
で
、
布
製
フ
ィ
ル

タ
ー
で
は
難
し
い
薬
品
や
油

の
濾
過
に
も
対
応
し
ま
す
。

　
邉
　
技
術
賞
受
賞
の
効
果

は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
重
田
　
受
賞
に
よ
り
、
連

携
す
る
姿
勢
が
社
内
に
確
立

し
ま
し
た
。
中
小
企
業
の
生

き
残
り
の
鍵
は
差
別
化
で

す
。
礎
と
な
る
技
術
を
事
業

に
応
用
す
る
局
面
で
、
連
携

は
重
要
で
す
。
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
当
社
の
み
で
は
現

在
の
事
業
展
開
は
無
理
で
し

た
。
レ
ー
ザ
ー
製
版
に
不
可

欠
な
画
像
処
理
技
術
の
習
得

は
そ
の
好
例
で
す
。

　
１
９
８
０
年
代
後
半
、
当

社
は
ア
ル
ゴ
ン
レ
ー
ザ
ー
の

技
術
を
得
る
た
め
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
会
社
と
協
力
し
ま
し

た
。
技
術
は
日
進
月
歩
で
、

年
代
に
は
半
導
体
レ
ー
ザ

ー
が
台
頭
。
研
究
の
権
威
で

あ
る
東
京
大
学
物
性
研
究
所

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
の
支
援
も
受

け
、
研
究
に
励
み
ま
し
た
。

　
川
瀬
　
当
社
は
賞
を
い
た

だ
い
て
以
降
、
受
賞
技
術
関

連
の
売
り
上
げ
が
伸
び
ま
し

た
。
何
よ
り
、
社
員
の
や
る

気
向
上
と
次
の
技
術
開
発
に

つ
な
が
っ
た
の
が
大
き
い
で

す
。
現
在
、
溶
剤
回
収
装
置

「
エ
コ
ト
ラ
ッ
プ
」
の
拡
販

に
注
力
し
て
い
ま
す
。
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
電
極
を

作
る
工
程
で
、
溶
剤
を
大
量

に
使
い
ま
す
。
使
用
後
は
乾

燥
さ
せ
ま
す
が
、
ガ
ス
化
し

た
溶
剤
の
回
収
が
装
置
の
役

目
。
電
気
自
動
車
の
普
及
と

と
も
に
引
き
合
い
が
増
え
、

今
後
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
戸
津
　
受
賞
は
、
う
れ
し

さ
と
同
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
与
え
ま
し
た
。
ト
ツ
プ
ラ

ね
じ
」
の
年
間
販
売
額
は
約

７
億
円
。
年
間
売
上
高
の
１

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ネ
ジ

市
場
は
１
兆
円
以
上
の
規
模

で
、
１
０
０
―
２
０
０
億
円

売
り
上
げ
る
伸
び
し
ろ
は
あ

り
ま
す
。
受
賞
し
て

年
、

よ
う
や
く
認
知
度
が
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。現
状
に
甘
ん

じ
ず
拡
販
に
注
力
し
ま
す
。

　
物
部
　
受
賞
後
は
、
ダ
ム

工
事
の
現
場
や
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
工
場
な
ど
に
続
々
と
納

め
て
い
ま
す
。
水
道
水
レ
ベ

ル
に
清
浄
で
き
る
こ
と
で
産

業
廃
棄
物
が
減
る
点
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
や
経
済
産
業

省
か
ら
表
彰
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
表
彰
は
全

て
技
術
賞
の
受
賞
が
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。


